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Preface

知の蓄積と多様な学問分野の連携・融合により、新しい研究分野の開拓を目指します。 

京大化研は世界に向けて、新たな知への挑戦を続けます。

　化学研究所は「化学に関する特殊事項の学理および応用の

研究を掌る」ことを目的として1926年に設立された本学で最も

歴史のある研究所です。「研究の自由」を旨とし、化学全般に関

する先駆的・先端的研究を推進するとともに、物理学、生物学、

情報学へも研究の幅を拡げ、多くの優れた成果を挙げてまいり

ました。その結果、32研究領域、5客員研究領域、約100名の教

員、約230名の大学院生を擁する大規模な研究所へと発展し、

2004年以降、附属バイオインフォマティクスセンター、附属元素

科学国際研究センター、附属先端ビームナノ科学センター並びに

5研究系からなる「3センター・5研究系体制」をとっております。

各研究室（研究領域）は、大学院の協力講座として理学、工学、

農学、薬学、医学、情報学、人間・環境学の7研究科、13専攻の

多岐にわたって協力関係にあり、「多分野共同体」としての特長

を活かし、幅広い視野と複眼的な視点をもった世界トップレベ

ルの研究者の育成に努めております。

　最近の特色ある活動としては、複数のグローバルCOEへの参

画や文部科学省特別経費「統合物質創製化学推進事業」の推

進など、化学研究所としての連携・融合研究に対する積極的な

取り組みに加え、持続発展可能な社会の構築という21世紀の人

類に課せられた重要な課題への対応を視野に入れ、近未来の

エネルギーや物質科学を研究するセクションとして「水化学エネ

ルギー寄附研究部門」および「ナノ界面光機能寄附研究部門」

を開設したことが挙げられます。化学研究所では、内発的、ボト

ムアップ的な取り組みの中から社会に貢献する研究を奨励し、

個性的な連携・融合研究の芽を活発に育てて行きたいと願って

おります。また、2010年からは、化学研究所は文部科学大臣の

認定を受けた「化学関連分野の深化・連携を基軸とする先端・

学際研究拠点」として共同利用・共同研究拠点の活動を開始し

ております。これは、化学関連分野の研究者各位からの要請を

踏まえ、化学研究所の研究分野の広がりと深さ、そして豊富な

連携実績を活かして先端・学際的共同利用・共同研究を推進す

るとともに、国内外の研究機関の相互協力を担保するハブ環境

の提供を目指す活動です。多様でグローバルな化学研究の展開

と次代の化学関連分野を担う若手研究者の育成を目指す本拠

点の活動について、皆様のご支援・ご協力をよろしくお願い申し

あげます。化学研究所としましては、激動する最近の内外情勢

に柔軟かつ適切に対応すべく、「多分野共同体」としての特長は

堅持しつつも、研究所の一体感を重視して諸問題に対処して行

きたいと考えています。チームスポーツの世界でよく用いられる

言葉ですが、「One for all, and all for one.」の精神で化学研究

所を盛り上げて行きたいと願っています。

　なお、この度私は３期目の化学研究所所長を拝命いたしまし

たが、昨期に引き続き副所長就任をお願いしました渡辺宏教授

および二木史朗教授とともに、化学研究所の運営に全力を尽く

したいと考えております。これからも化研らしい独創的な取り組

みの中から、魅力的な連携・融合研究の芽を育て、力強く開花

させる所存です。今後の発展にご期待下さい。（2011年5月）

Institute for Chemical Research, Kyoto University

時任 宣博
TOKITOH, Norihiro

Education



History

探究・連携・融合

新たな知への挑戦
境界領域に生み出す
新たな研究

化学研究所＝知の湧源

期待される物質創製

科学技術の基盤研究

環境 新物質

機能材料 ゲノム

バイオ 極限

ナノ材料 新基盤

Research



Laboratories

有機元素化学

構造有機化学

精密有機合成化学

精密無機合成化学

高分子材料設計化学

高分子制御合成

無機フォトニクス材料

ナノスピントロニクス

生体機能設計化学

生体触媒化学

生体分子情報

ケミカルバイオロジー

Functional Materials

Nanomaterials

Bioscience

有機化学、無機化学の枠を超えた

視点で「新規物質」を創製し、

その構造、機能、物性を解明する。

異種材料のハイブリッド化・複合化

ならびにナノサイズ化に重点を置き、

新規な機能を有する新世代材料の

創製を目指す。

生物現象を化学の切口で解明し、

生体の認識、応答、合成などの

諸機能を、物質創製に活かす。



分子材料化学

水圏環境解析化学

分子環境解析化学

分子微生物科学

高分子物質科学

分子レオロジー

分子集合解析

粒子ビーム科学

レーザー物質科学

複合ナノ解析化学

構造分子生物科学

超分子生物学

学際連携融合

Environment

Integration

Extreme Conditions

生命の源である水と水圏環境や

微生物・酵素による環境調和物質を、

分子から地球環境までの視点で、

化学の切口から総合的に研究する。

理学と工学の融合的視点を開拓し、

化学と物理学・生物学との境界領域に

基盤を確立する。他の研究系・センター

と連携しつつ、学際的視点も加えて、

新世紀物質科学の萌芽的基礎研究を

発展させる。

各種ビームの融合による新奇ビームの

開発、極限的な時空間解析法の開発、

機能性化学物質の多元的な応用解析、

共同研究体制の整備。



化学生命科学

数理生物情報

生命知識工学

典型元素機能化学

無機先端機能化学

遷移金属錯体化学

光ナノ量子元素科学

ゲノムネット推進室

New Elementary Materials

Genomes

物質の特性・機能を決定づける

特定元素の役割解明と、

有機・無機新物質創製の指針の提案。

バイオサイエンスの広範な知識と

統合した情報基盤の整備と、

バイオインフォマティクス（バイオ情報

学）の研究推進。



SCIENCE FOR SCIENCE AND SCIENCE FOR SOCIETY

水化学エネルギー（AGC）［研究内容］ ギ酸（HCOOH）の熱反応の応用

ナノ界面光機能（住友電工グループ社会貢献基金）［研究内容］ ナノ構造界面を活用した新しい光機能の創成

Institute for Chemical Research, Kyoto University

化学研究所の理念

化学を物質研究の広い領域として捉え、基礎的研究に重きを置くことにより物質についての真理を究明するとともに、時代の要請にも柔軟かつ積
極的に対応することにより地球社会の課題解決に貢献する。これにより、世界的に卓越した化学研究拠点の形成とその調和ある発展を目指す。

卓越した総合的化学研究拠点としての特長を活かした研究教育を実践することにより、広い視野と高度の課題解決能力をもち、地球社会の調和
ある共存に指導的寄与をなしうる人材を育成する。

化学を研究、教育する独自の立場から、日本および地域の社会との交流を深め、広範な社会貢献に努める。また、世界の研究拠点・研究者との積
極的な交流をとおして地球社会の課題解決に貢献する。他方、自己点検と情報の整理・公開により、社会に対する説明責任を果たす。

化学研究所は、その設立理念「化学に関する特殊事項の学理および応用の研究」を継承しつつ、自由と自主および調和を基
礎に、化学に関する多様な根元的課題の解決に挑戦し、京都大学の基幹組織の一つとして地球社会の調和ある共存に貢献
する。



化学研究所の全国共同利用・共同研究拠点としてのプロジェクト
■ 部局責任者：時任宣博　　■ 期間：平成22～27年度

北海道大学触媒化学研究センター、名古屋大学物質科学国際研究センター、
および九州大学先導物質化学研究所との共同研究プロジェクト
■ 部局責任者：小澤文幸　　■ 期間：平成22～27年度

企画戦略ディレクター：渡辺　宏
サイト型研究 1件（代表  畑　安雄　化学研究所特任研究員のユニット助教1名）
萌芽研究 3件（代表  青山卓史、栗原達夫、徳田陽明）

運営協議会委員：佐藤直樹
（化学研究所所属のユニット兼務助教1名）

メンバー：馬見塚 拓　　渡辺　宏

Finance

Project

京都大学化学研究所
〒611-0011　京都府宇治市五ヶ庄
Tel : 0774-38-3344  Fax : 0774-38-3014
E-mail : koho@scl.kyoto-u.ac.jp

京阪宇治線「黄檗駅」下車、徒歩約10分（三条→黄檗　所要時間約35分）
JR奈良線「黄檗駅」下車、徒歩約7分（京都→黄檗　所要時間約20分）
車でのアクセス ： 京都南インターチェンジから約20分
　　　 宇治東インターチェンジから約10分
　　 宇治西インターチェンジから約10分

●Web

■ 研究代表者：金久　實　　■ 期間：平成23～25年度

■ 研究代表者：五斗　進　　■ 期間：平成23～25年度

理学研究科化学専攻、工学研究科化学系6専攻および材料工学専攻との合同プロジェクト
■ 部局責任者：時任宣博　　■ 期間：平成19～23年度

理学研究科の物理学・宇宙物理学専攻の基幹講座に、基礎物理学研究所、化学研究所、
花山・飛騨天文台、低温物質科学研究センターなどの協力講座が加わる合同プログラム
■ 部局責任者：阪部周二　　■ 期間：平成20～24年度

工学研究科電子工学専攻、電気工学専攻、情報学研究科通信情報システム専攻
との合同プロジェクト
■ 部局責任者：金光義彦　　■ 期間：平成19～23年度

京都大学、北陸先端科学技術大学院大学、奈良先端科学技術大学院大学の
連携プロジェクト
■ 部局責任者：島川祐一　　■ 期間：平成19～23年度

■ 事業実施専攻長：馬見塚 拓　　■ 期間：平成21～25年度

■ 研究代表者：島川祐一　　■ 期間：平成19～23年度

www.kuicr.kyoto-u.ac.jp/index_J.html
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